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良品の繁殖阻害因子としての粉末

stanleyE.Illinders氏原著(1)

若 . 図 潔 抄 詳

土塊の微粉の堆積が昆虫の生活に大きな阻字を為す事は既に多数の人に依って明かにされて

ゐもo即ち多故の昆虫矧 ことつて,填まみれの魂境に在る番は不治常なものである.Stellc氏

く2)は交池Wl繋な道路の風下側約 4-0沢に於ける棉Qj資畠と或粒の棉夜盗畠は､其の砂攻の馬桝こ

明かにf'F'･動が阻宰されたと記戟してゐる?又 .Martin氏(3)はノミ-ムシ (Halticinae)の被啓を

防 ぐためには,牧羊を推賞して居るが.之に依って被宰相物の上に砂塵が沈積し.馬めに同根
′

の放火AL,i脚1･る邸が出来るのである.Wheeler氏(4)に依れば蛾矧 よ粉末になり易い粗面を掘る

のを紙ふと訂ってゐる.又晴乳類や島薪が歳事から免れるために.ー共の鰭を挨だらけにする即

も川知の印･'a'-であるこ而して之等の執年数束に就いて臥 Zacller及び Kunikt両氏5'が指摘

してゐる株に.投境の乾燥度､粉末の分･_Ek,吸着力或は細微皮等に依って相加せられるo
I

l･lti払Xi'tが自分の牌をqq]で掃除する習性は往 に々見られるところであるが､Motc氏等(a)は戎′

岨 玉出が非の脚や鯛角を口華の間を通して粉末物質を除去Lや うとする習性を持って居る郡に

捗ル て拭恋を喚起してゐるo即ち､チアバネゴキブリ(BlatellagerrhanicaL･)を入れたべ トリ

皿の中に少北の乳粕粉末をふりかけると､此の畠の超勤を刺戟するが.同校の放免は甘藍にiiL･

喰ってゐろ或粒の-サミムシ(ForficulaauriculariaL･)に乳糖をふやかけても見る事がLu氷る｡

乳桝の粉末は之等二極類の昆虫に採っては致命的であり.-新の如 く不活性の粉末矧 よ昆血の飢

餓誠は乾燥に依る死因を為すものと考へられる｡ I′

wrる作用に就ては粒 の々意見もあlるが.Driggers氏(7)に依れば.粉末類が昆弘の食物描取に

別 して槻奴的な障壁を為すと言ひ,Gqrmar氏(8'は脚部及び口部の遊動を阻宰するとし. Ric･

㌔､ hardson及び Glovcr両氏('')或は Boyce氏(10)等は油化器の閉塞に依る薦であると述べてゐるO

又.昆畠の乾性促進の機構に就ては.Hockenyos氏く11)は温度70%以下で杜粉末薪は皮膜の蕗

透性を壁化させるために起ると言ひ.Germar氏(8)は鯵透性節間膜が露出するため､叉 Z?chcr

及び Kunike両氏(5)は鰐表面の水分恭敬が増加するために依るものであると述べてゐるo

Clliu氏(l3'.は吸敵性の軌 ､ベンけ イトが了メザサムシ(AcanthoscelidcsobtcctusSay)に
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対して非脚 こ有数である･?Jf･を恐托し.又 Gcrmnr氏(q)は石英砂の微粉よlo成る路酸粉末は吸

氾性は無いが. グラナ I)ヤ怒象 (Sitol'llilusgrnmriaL.)の除去に肘 掛こ有数であると由べて

ゐるo之等の物質は現節の間隙を究明してしまひ.達には見出抹遊動囚狸に陥るのであるが.

庇の様な充填物質の毛管作用は見出から水分産額ふ郡を促迩するのである｡ Kcムncdyftく13)紘

醗衣両矧 こ比して､少免の水分より持たぬ見地の様な小動物にとって.水分の鹿 央は質に正大

な郡であると指摘してゐる｡.

周囲の投皮が昆鼠の生活し得る敢/ト限度に超した時∴敏感度は最 も目立って来る0億 1,乾ウ魚

の致死極限披見良の粗掛こ伐って興るものであり.必然的に乾炊性粉末に封する敏感度も異る
I)

事になるo Kenncdy氏(13)に伐 a'と..比較的罪出或は乾旅 した状態で生存してゐる多数の小尾
l ､

曲紘常に牛越新に屈する吸汁性昆親であって,之等は動栢物茄領から紹えや汁液を捧取して水分

を祁充し低温ELE･に於て之を逸放してゐるが,此のす印ま年別こ､可成り揮い角質で麓壁を保護され､

てゐる生麺矧 こ屈する多数の昆弘にも適用し得る■と述べてゐる｡艮曲の表皮がどの程度水を蕗

透させるかと旨ふ訓 ま.共の弧級性と伸長性に依って焚化するものであるO,Wigglcsworth氏

(lI)は皮相脱の或種の分泌､就中偲質物の分泌は此の表皮の蕗透性の調節に大きな役割をしてゐJ

るに速ひ桑軌､と言ってゐる｡ ′

仝麹類と膜辺郊は粉末に対して極端な放感性を示してゐるが､共の習性は非常に異ってゐる.
I

膜辺郡の粉末に封する放感性臥 粉末を其の食物或は惜衣市から除去するために特殊化_された -

構造と開成してゐる.膜班薪の成虫の大部分は舵珊食物を描取するが.細長い口の上に乗出し

てゐる｢口述櫛状器｣(口部ペ々チン痩)の腿毛は食物のr紬 ､ら粉末や他の固形物を引きHす役

目をする.之等の物質は口の下部にある｢口隆嚢｣に迩ばれるが.此由雪掛ま燭角から前脚で除去
′

された粉末の粒子をも納めるものと考へられる｡

第-既節上のべ′クチン化 した牛同形の也部に密蔑 した所に位する前捉節が劉 ヒしてEl傑 てゐ
/

る膚掻き具或は開角清掃具と言はれる器官は.偶 /Tlが比の問を通る時に抑除する槻能を持つt l､

ゐる.此の終官で染められた石屑等は､口部及び前脚部をW.て口陀矧 こi捌i'れ右のであるが.

芳子し比の型を基にする必要がある場合には,Duncnn氏(1･'')が焚畔に耽て指摘 してE･る根に､､之

には筋肉が附園 してゐないから前脚が恐らく比の佃きを助けるのであらうと巧へられる｡

WlleC]cr氏(4)に依れば､蛾矧 こ於ては口睦酔 いの物符は小さな丸環状になって吐き出され､

之は堕が澱粉性物鮎 喰べたり,或は非の闇が扮だらけになった後ゼ其の典床の附汝で撒き散 .

らされてゐるのが見受けられると許ふ.
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後脚は後尾節下面に雀 えてゐる短かい毛を持ったブ,5>シに依って麹の清掃をする構法を成し

てゐる.寄生性膜麹欝は.鯛角から除去して石屑対を各封の脚を使用して口部から後方に運搬

し速に後脚に依って之を捨て 了ゝふのである｡＼ ･･ 1

'~寄生性膜辺薪の一･弧 例へは或種め卯蜂 (Tricho甲amma) 濠多畳の粉末と楼閣すると,英
しヽ･

の迎動は次第に盤調を炊き､時々して死んで了ふ｡

牢狐心喰由に関しても同様な興味深い事質が知 られてゐるO即ち I)riggers氏(ち)は栢物矧 こ

ク)i,ク或は雲母の粉末を散布 して画くと,脚化後問 も勇削､幼鼻の90%以上は侵入鮎に到達す.a

迄に死ぬ郡を観察してゐる｡此の致死致苑に就いて同氏は化笹的作用と言ふよ'り寧ろ物理的作

用に伐るものと考察してゐる｡然 しCallenbach氏(16)は攻の多い国道と果樹園円の道路に伐っ
/ ∫

て城外されてゐる場朋に牢娘心喰畠の児 しい故事があった事を報合してゐる｡比の賢験結炎に

伐ると平胞か喰畠の被聾は攻の散布状態が激しい程｢律に大きか13たが,之i才攻が噴霧薬剤の

上に沈tli物を形成した 1めに担ったのである.即ち粉末の宰娘心喰畠の卵及び卿 ヒ後問も免削1
幼弧に封する致死数兆は其の成島に封するよbも造かに大きいものであると言ふ事がEli氷る｡

粉末XTiは寄生品に封 しても致死的である事は其の宿主が大部分院麹期戎紘双超類である｣馴こ
しt

椎の相法及び食物描取の習性等が同様であろ事に起因するものであらラ.

Folsom氏く17)は批酸石衣が綿花貯品等に封 して,全 く致命的故塊が無い場合でも,膜辺対の

･布生地を死滅させる事を祝察してゐる.不活性粉末類を栢物標に散布 しても同様な教典が掛 ナ

柑 られるO即ち,玉萄黍粉末は或笹のコマチバチ(Aphidiustestac.eipcsCresson)を65分間でI I I

殺 し'dl俄石衣では66分間を要 した..又コバチの一種(寄生蜂)(Pachyncuronsiphonophorc

Ashm･)捻玉現黍粉や 6-12時臥 荻酸石衣では68分で死滅 し隼
し

'描生地対の致死的故先は枝物膿上の粉末の畳に依?て決定されるのであるが,貯畠が著 しく

拡延 して居る時には致能書通りの畳を使用したのでは不充分であって､過剰量を使って初めて

放火が矧 よれるものであ句. ･

不納性粉末郡が揮畿性毒物の妹鴨として使用される場合に臥 昆虫の寄生虫を駐除するのた

原則として多生を要 しない｡ Morill氏(18)はニコチyTを含有する粉末をメロン防虫に封 して佐

一用した時に.其の寄生出である或種のコマユバチ (Aphidiustesta6eii,eq)は死滅せぬ毛蟹鼓し

七 が.質際掩薬中に居って毒物か ら免れた野島も共後寄生畠の4ji中攻撃を受けて死んで了ふの
t

で挙る｡庇tD事を考JTてもC】auscn氏(19'が指摘 した棟に坪畿性毒物は不揮散性毒物に紋べてI

勝れて居ると息はれる.然 し化畢的に活性を示す粉末臥 接偶剤として使用される時臥 ･朕辺
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郊及び双辺新の寄生組のみならす,非の抑食者ii!に別 しても極めて有数であ畠と冒ぶJr･fuIEI滞

る｡ ＼̀
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